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誕生祝い
　　　　　　髙梨　正章 君・桑島　周士 君
結婚祝い
　　　　　　鈴木　征治 君・小平　和広 君

・町合同式典にて屋代小の校医を永年務め
　表彰を受け今回辞しました。
　　　　　　　　　　　　　土屋　　衛 君

・本日のゲストスピーカーにはお忙しい中
　無理をお願いしてお越しいただきました。

　　　　　　　　　　　　　吉田　弘二 君

・ゲストスピーカーのご来訪に感謝して。

　　　　　　　　　　　　　鈴木　征治 君

・ゲストには福沢南にお住まいとのこと、私も
　糠野目地区です。ご来訪に感謝して。

　　　　　　　　　　  　　木村　健彦 君

・11月は児童虐待防止月間です（オレンジシン
　ボル運動）。三重塔もオレンジにライトアップ
　されております。

　　　　　　　　　      　　青木　道春 君
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 地　区　大　会
　　　　ホストクラブ　白鷹ロータリークラブ

《出席報告》
　会員数   46名　出席者数 18名　出席率　39.13 ％
　前回修正46名 　出席者数 26名　出席率　60.87 ％  次回の例会  ［ 2715 th ］      　2024.11.14

蕎 麦 例 会　
            手打ちそば　 伊  澤

前回の例会  ［ 2713 th ］      　　2024.11.７

   県立 米沢興譲館高等学校

 校  長   吉 田  直 史 氏

《メークアップ》 
　 大浦英祐 君・平　清美 君・小平和広 君・土屋　衛 君
　 山村義美 君・相田日出男 君

Ⅰ. 置賜地区の高等学校の現状
　○ 少子化に伴う中学校卒業者数の減少
　・今年の春の２市２町の中学校卒業者数は　
　1277人。
　今から20年前の平成16年との比較で、東南
　置賜地区だけで782人減少
　１学年当たり19.5クラス相当が減少してい
　る計算。
　・２市２町で既に生まれている子供の数は、
　現在の２歳児で776人。つまり13年後の中
　学校卒業者数は、現在よりさらに501人減少
　学級数にすると12.5学級分。
　○置賜地区の県立高校では、ほぼすべての学
　校で定員割れが続いている。
Ⅱ. 置賜地区の高等学校の将来展望
　○現在の学校数を維持して各高校の入学定員
　をさらに削減していけば、高校として望まし
　い学校規模の確保はできず、各校の規模がよ
　り縮小し、学校の活力や教育機能の低下が懸
　念。
　○県教育委員会は、諸条件を整理しながら具
　体的な再編整備計画について検討し、平成31
　年３月に「東南置賜地区の県立高校再編整備
　計画（骨子案）」を公表。主な内容は、
　・高校として望ましい規模（１学年４学級～
　８学級）を確保すること
　・普通・探究・農・工・商・総合の６学科を
　設置すること

　・夜間定時制を昼の時間帯に移行し、全日制
　と校舎を共用しない独立校舎に設置すること
　・中期的には、米沢市内の４校を３校に再編
　し、長期的には、さらなる少子化に対応する
　ため広域にわたる大胆な再編を検討すること
　○これを踏まえ、中期的な取組として米工・
　米商を統合し、「米沢鶴城高校」としてR7
　に開校。
　○米沢市以外の高校の統合を含む大胆な再編
　については、具体的には令和７～８年度の検
　討。
　○高畠高校は現在、総合学科２学級。今後の
　方向性についても令和７～８年度の検討か。
Ⅲ. 魅力化・特色化への取組み
　○地区内の県立高校の定員割れの背景
　・少子化・私学の柔軟な学校経営（域外への
　流出も）
　・小規模化による教育活動の制限
　・通学の利便性　・魅力や特色、進路につい
　ての情報発信が不十分
　○県立高校の魅力化・特色化に向けた取り組
　みの例
　・県立高校Future　Project　・県外募集　
　・高校入試における特色選抜
　・地元自治体との連携や支援　・積極的な魅
　力発信
　○米沢興譲館高校について
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　皆様こんにちは。
　初めに、本日の講師の方をご紹介いたします。
県立米沢興譲館高等学校 校長 吉田直史様です。
後ほど講話をいただきたくよろしくお願いします。
　今週の11月４日に地区主催の「蔵王の樹氷をまも
るチャリティコンペ」に参加してきました。場所
は、河北町にあるニューブラッサムガーデンクラブ
で行われ当クラブからは、私と桑島周士君、加藤由
香里君、高橋雅明君の４名での参加でした。当日
は、朝は少し寒かったのですが天候に恵まれ絶好の
ゴルフ日和でした。順位については、地区大会の懇
親会で発表なるようです。ゴルフ終了後、時間も早
かったのですが南陽市で懇親会を行い、大変盛り上
がり楽しいひと時を過ごしました。
　今日は日本のロータリーソングについて２回目に
なりますがお話しします。
　第２次大戦後に作られたロータリーソングでは、
1952年（昭和27 年）に大阪の地区大会で 発表され
た「手に手つないで」が有名です。これは東京ＲＣ
会員の矢野一郎によるものです。さらに彼は翌
1953年（昭和28年）に「それでこそロータリー」
も発表しています。 どちらの曲も、彼の作詞・作曲
です。 「手に手つないで」は、クラブや地区で行わ

れる懇親会の最後に参加者全員が手をつなぎ大きな
輪を作って大合唱する際の歌です。
　余談ですが、先週のガバナー公式訪問の前に行わ
れた会長・幹事会で芳賀ガバナーよりアニュアルプ
ラン・アクティビティレポートの初めに載っている
ロータリーソングのページに「高畠ロータリーの
歌」とありますが是非聞かせていただきたいと言わ
れました。理事の方にも出席していただいていたの
ですが誰もわかりませんでした。私も知らなかった
ので機会があればわかる人がいれば聞いてみたいな
と思ったところです。
　次回は「４つのテスト」の歌について触れたいと
思います。


